
（別紙３）

～ R8年　1月26日

（対象者数） 43 （回答者数） 31

～ R8年　2月18日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動内容を広げると共に療育の質を高めていきたい。

2

・PDCAサイクルを今後もしっかりと継続していきたい。
・事業所内外の職員研修を積極的に取り入れ、今後も職員全
体のスキルを高めていきたい。

3

・今後も継続し、内容を更に充実させていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者との情報共有については今後も、色々と工夫し丁寧
に対応していきたいと思います。
また今後、ご家族も参加できる研修の機会を設けていきたい
と考えていますので、交流が出来る場も設定できるよう工夫
していきたいです。

2

・過去に発行していた、さぼてん通信を再開できたらと考え
ています。

3

・各マニュアルの書式や内容を保護者にもわかりやすいよう
整備し、「保護者共有用」のマニュアル一覧を作成したいで
す。

・発達やニーズに合わせて場所（部屋、グラウンド、近隣施
設）を分けて活動している。
・活動と場所を分けることで児童にも支援者にもわかりやすい
環境であること。

・子どもたちにとって居心地良くわかりやすい環境を作る為、
視覚支援を大切にしながらも、情報過多にならない配慮をして
いる。
・場所で分けたり、視覚的な環境の整理。
・グラウンドを作り、外で安全に楽しく身体をめいっぱい動か
すことの出来る環境整備。
・細やかな計画と場所を活用し、集団での活動と個別のニーズ
どちらにも対応。

・毎日のミーティングにより、職員間でPDCAサイクル（目標
設定と振り返り）を継続的に行っている事。

・職員の内外部研修によるスキルアップに力を入れている。

・個別支援計画だけでなく、毎日の活動や個々に対しての支援
計画等を作成し、PDCAサイクル（目標設定と振り返り）に活
用できていること。
・子どもの様子、行動、課題等について職員間で話し合う機会
を出来るだけ多く確保していること。
・活動内容や支援計画をチームで作成し、職員それぞれの意見
を取り入れる事。
・職員の内外部研修や日常のPDCAサイクルによるスキルアッ
プに力を入れ、子ども達の支援に生かしている。
・職員の専門性を高め、子ども達の意欲や自信を引き出す支援
に力を入れている。
・職員の専門性を高め、子ども達や保護者との信頼関係を大切
にしている。

・畑活動、太鼓活動、ヨガ活動、親子ヨガ（休日余暇）等地域
の方のご支援ご協力と共に、大切な子どもたちの心と身体の成
⾧の糧となる魅力ある活動提供を継続している事。

・さぼてん職員だけでなく、地域の協力してくださる講師を招
き活動しています。講師の方から直接教えて頂くことで、子ど
もたちの意欲や世界も広がります。

・事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等の保護者との共有。

・職員用各マニュアルは作成共有していますが、保護者へもわ
かりやすい様に整備し、公表していきたい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・保護者会開催や保護者又は兄弟間の交流の場を設ける事。 ・保護者会については、土日開催の必要性を感じていますが、
職員の確保に課題があります。

・SNSの活用。 ・活動の予定や内容、ご様子等の情報共有は、HP、お手紙、
連絡ノート、必要に応じてお電話や面談を実施し、丁寧を心が
け対応させて頂いています。インスタ等は活用していません。
個人情報が確実に守られながらも出来るだけ多くの情報を共有
出来るよう工夫をしていきたいと思います。

R8年　2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　2月　24日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 特定非営利活動法人さぼてん

○保護者評価実施期間 R8年　1月5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


